
市
内
の
児
童
生
徒
数
は
、

ピ
ー
ク
時
の
昭
和
57
年
度
の

２
万
６
６
１
９
人
か
ら
、
令

和
７
年
度
に
は
１
万
２
０
９

０
人
へ
約
55
％
減
少
し
ま
し

た
。
現
在
、
ク
ラ
ス
替
え
が

で
き
な
い
小
規
模
・
過
小
規

模
校
は
、
小
学
校
10
校
、
中

学
校
４
校
で
、
全
36
校
の
約

39
％
を
占
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
施
設
の
約

８
割
が
築
40
年
を
超
え
、
老

朽
化
へ
の
対
応
も
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
20
年
後
に

は
、
小
規
模
・
過
小
規
模
校

が
全
体
の
約
53
％
に
増
え
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

答
申
で
は
、
下
の
表
の
と

お
り
、
市
内
を
「
中
央
・
片

浦
」
「
富
水
・
桜
井
」
「
川

東
」
「
橘
」
の
４
地
域
に
分

け
、
小
学
校
25
校
と
中
学
校

11
校
を
、
12
の
施
設
一
体
型

小
中
一
貫
校
に
再
編
す
る
配

置
案
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
編
は
、
２
０
３
１
年
度

か
ら
２
０
４
４
年
度
に
か
け

て
、
段
階
的
に
進
め
る
計
画

で
す
。

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
を

同
じ
敷
地
内
に
整
備
し
、
９

年
間
を
見
通
し
た
一
貫
教
育

を
行
い
ま
す
。
小
中
学
校
の

教
職
員
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

中
学
校
進
学
時
の
環
境
変
化

を
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
成
長
や
学
習
状
況
を

継
続
的
に
支
え
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
学
校
づ
く
り
は
、

単
に
学
校
数
を
減
ら
す
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
多
く
の

友
達
や
教
職
員
、
地
域
の
人
々

と
関
わ
り
な
が
ら
学
べ
る

「
み
ん
な
の
学
び
の
場
」
を

目
指
し
、
学
び
の
仕
組
み
や

学
校
配
置
、
学
校
を
支
え
る

体
制
、
施
設
環
境
を
一
体
的

に
見
直
す
取
組
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

配
置
案
で
は
、
１
学
級
当

発 行 者
篠原 弘
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小
田
原
市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
の
小
学
校
25

校
と
中
学
校
11
校
を
、
２
０
３
１
年
度
か
ら
２
０

４
４
年
度
に
か
け
て
12
の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
へ
段
階
的
に
再
編
す
る
基
本
計
画
の
答
申
を
公

表
し
ま
し
た
。
少
子
化
や
校
舎
の
老
朽
化
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
通
学
区
域
と
自
治
会
区
域
の
整

合
も
検
討
し
な
が
ら
、
地
域
と
と
も
に
新
た
な
教

育
環
境
を
整
え
て
い
く
計
画
で
す
。

小
・
中
36
校
を
12
の
一
貫
校
に

通
学
区
域
と
自
治
会
区
域
の
整
合
を
検
討

■
児
童
生
徒
数
は
ピ
ー
ク

時
か
ら
約
55
％
減
少

小田原市 小中一貫校の配置案

小田原市新しい学校づくり検討委員会が答申

■
12
の
小
中
一
貫
校
へ

■
９
年
間
を
見
通
し
た
小

中
一
貫
教
育

地域
一貫

校

再編

年度

設置

場所
再編対象校 自治会連合会区域

中
央
・
片
浦

① 2044 城山中
三の丸小・芦子小・片浦

小・城山中

緑・幸・十字・万

年・芦子・片浦

② 2031 大窪小
大窪小・早川小・城南

中
大窪・早川

③ 2038 町田小
新玉小・山王小・町田

小・白鷗中

新玉・足柄・山王

網一色

④ 2040 白山中
足柄小・久野小・白山

中
二川・久野

富
水
・
桜
井

⑤ 2040 泉中
報徳小・富水小・東富

水小・泉中
富水・東富水

⑥ 2038 報徳小
桜井小・報徳小・城北

中
桜井

川
東

⑦ 2040 千代中
千代小・下曽我小・曽

我小・千代中（一部）

上府中・下曽我・

曽我

⑧ 2031 豊川小
豊川小・千代中（一部）・

鴨宮中（一部）
豊川

⑨ 2034 鴨宮中
矢作小・下府中小・鴨

宮中（一部）
下府中

⑩ 2044 国府津小 国府津小・国府津中 国府津

⑪ 2035 富士見小
酒匂小・富士見小・酒

匂中

酒匂小八幡・富士

見

橘 ⑫ 2035 下中小 前羽小・下中小・橘中 前羽・下中

■
学
校
規
模
・
安
全
性
・

通
学
距
離
を
考
慮

「市政ニュースレターかけはし」を無料でご自宅に郵送させてい
ただきます。上のＱＲコードから簡単にお申し込みいただけます。



た
り
35
人
を
基
準
に
小
学
校

は
１
学
年
２
～
３
学
級
、
中

学
校
は
３
～
４
学
級
と
な
る

規
模
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
安
全

を
最
優
先
に
、
津
波
災
害
区

域
や
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に

あ
る
学
校
で
は
、
現
在
地
で

の
改
築
や
長
寿
命
化
改
修
は

行
わ
な
い
考
え
で
す
。

通
学
距
離
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
小
学
生
が
２
㎞
、

中
学
生
が
４
㎞
の
範
囲
と
な

る
よ
う
考
慮
し
て
、
配
置
案

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

配
置
案
で
は
、
適
切
な
学

校
規
模
、
災
害
時
の
安
全
性
、

小
中
一
貫
教
育
、
通
学
距
離
・

通
学
時
間
と
と
も
に
、
通
学

区
域
と
自
治
会
区
域
の
整
合

が
前
提
条
件
の
一
つ
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
再
編
は
、
自
治
会
活

動
や
地
域
行
事
に
も
影
響
す

る
た
め
、
自
治
会
区
域
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
、
慎
重
な
検
討

が
行
わ
れ
ま
す
。

学
校
は
、
教
育
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
災
害
時
の
避

難
所
や
地
域
活
動
の
拠
点
で

も
あ
り
ま
す
。
学
校
再
編
後

も
、
地
域
の
防
災
機
能
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
の
か
が
重
要

な
課
題
と
な
り
ま
す
。

市
は
、
学
校
跡
地
の
活
用
、

避
難
所
機
能
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
公
共
施
設
、
通
学

路
、
周
辺
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
庁
内
組
織

を
設
置
し
、
全
庁
的
な
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

全
36
校
を
現
状
で
維
持
・

更
新
し
た
場
合
、
施
設
整
備

費
は
約
２
５
８
７
億
円
と
試

算
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
財

政
負
担
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
配
置
案
に
沿
っ
て

12
の
小
中
一
貫
校
に
再
編
し

た
場
合
は
約
１
１
４
６
億
円

と
な
り
、
50
％
以
上
の
削
減

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
施
設
の
集
約

に
よ
っ
て
学
校
運
営
の
固
定

費
を
抑
え
、
そ
こ
で
生
ま
れ

た
余
力
を
、
学
び
や
支
援
の

充
実
な
ど
教
育
の
質
の
向
上

に
振
り
向
け
る
考
え
で
す
。

今
回
示
さ
れ
た
内
容
は
、

市
が
決
定
し
た
最
終
計
画
で

は
な
く
、
検
討
委
員
会
に
よ

る
答
申
で
す
。

市
は
、
市
民
、
自
治
会
、

学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
教

職
員
、
経
済
団
体
な
ど
と
の

対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
基
本

計
画
の
成
案
化
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

小
田
原
市
議
会
の
議
会
報

告
会
は
、
一
般
市
民
向
け
に

は
平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ

て
以
降
、
約
10
年
間
開
か
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

現
在
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
議
場
見
学
会
が
議
会
報

告
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
市
議
会
全
体

と
し
て
、
一
般
市
民
に
議
会

活
動
を
説
明
し
、
議
員
と
直

接
意
見
交
換
す
る
場
は
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

本
会
議
の
採
決
結
果
は
、

賛
成
８
人
、
反
対
17
人
で
し

た
。
賛
成
し
た
の
は
、
稲
永

議
員
、
岩
田
議
員
、
北
森
議

員
、
城
戸
議
員
、
小
谷
議
員
、

鈴
木
敦
議
員
、
寺
島
議
員
、

篠
原
の
８
人
で
す
。
採
決
前

に
は
、
寺
島
、
稲
永
、
岩
田
、

鈴
木
敦
、
城
戸
の
５
議
員
が
、

議
会
報
告
会
の
開
催
を
求
め

て
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
不
採
択
と
し
た
議

員
か
ら
の
反
対
討
論
は
な
く
、

具
体
的
な
理
由
や
考
え
方
は

本
会
議
で
は
示
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
賛
否
だ
け
で
な
く
、

判
断
の
理
由
を
市
民
に
説
明

す
る
こ
と
も
、
開
か
れ
た
議

会
に
は
重
要
で
す
。
市
民
が

議
会
の
判
断
を
理
解
す
る
た

め
に
も
、
今
後
は
結
論
に
至
っ

た
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
で
は
、
市

民
へ
の
説
明
責
任
と
参
加
機

会
の
拡
充
、
必
要
に
応
じ
た

議
会
報
告
会
の
開
催
を
定
め

て
お
り
、
議
長
は
議
会
改
革

推
進
委
員
会
に
開
催
の
要
否

を
諮
問
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
議
会
改
革
推
進

委
員
会
は
、
一
般
市
民
向
け

議
会
報
告
会
を
定
期
開
催
し

な
い
現
状
を
維
持
す
る
と
の

結
論
を
出
し
ま
し
た
。
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■
施
設
整
備
費
は
約
50
％

削
減

■
市
民
と
の
対
話
を
重
ね

成
案
化
へ

■
通
学
区
域
と
自
治
会
区

域
の
整
合
を
検
討

■
避
難
所
や
学
校
跡
地
も

検
討
課
題

議
会
報
告
会
陳
情
を
不
採
択

不
採
択
理
由
は
示
さ
れ
ず

令
和
８
年
３
月
23
日
、
市
民
か
ら
井
上
議
長
宛
て
に
、

一
般
市
民
向
け
の
議
会
報
告
会
を
速
や
か
に
開
き
、
議
員

定
数
を
含
む
議
会
改
革
の
検
討
状
況
の
説
明
と
市
民
意
見

の
意
思
決
定
へ
の
反
映
を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
小
田
原
市
議
会
は
５
月
21
日
の
本
会
議
で
採
決
し
、

賛
成
８
人
、
反
対
17
人
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
議
会
基

本
条
例
は
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
と
参
加
機
会
の
拡
充
、

必
要
に
応
じ
た
議
会
報
告
会
の
開
催
を
定
め
て
い
ま
す
。

小田原市議会

■
約
10
年
間
開
催
さ
れ
ず

■
賛
成
８
人
、
反
対
17
人

■
反
対
討
論
は
行
わ
れ
ず

■
定
期
開
催
し
な
い
現
状

を
維
持



議
会
改
革
推
進
委
員
会
は
、

議
会
基
本
条
例
に
掲
げ
る

「
政
策
の
立
案
及
び
提
言
の

強
化
」
「
公
正
で
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
「
市
民
参
加

の
機
会
の
拡
充
」
「
行
政
監

視
機
能
の
強
化
」
「
市
民
に

分
か
り
や
す
い
議
会
」
の
実

現
に
向
け
、
議
員
定
数
や
議

会
報
告
会
、
災
害
対
応
、
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
の
改
革
案
を

検
討
し
ま
し
た
。

現
行
27
人
の
議
員
定
数
に

つ
い
て
は
、
６
会
派
中
「
減

ら
す
べ
き
」
が
４
会
派
、

「
増
や
す
べ
き
・
現
状
維
持

と
す
べ
き
」
が
２
会
派
と
な

り
、
意
見
を
一
本
化
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
最
終
答
申
に

は
双
方
の
考
え
を
併
記
し
、

今
後
、
議
会
内
で
引
き
続
き

協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。削

減
を
求
め
る
側
は
、
人

口
減
少
に
加
え
、
欠
員
１
人

の
26
人
体
制
で
も
議
会
運
営

が
機
能
し
、
人
口
の
多
い
平

塚
市
も
定
数
26
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
１
人
減
が
妥
当
と

主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
費
削
減
の
観

点
か
ら
も
、
１
人
減
を
求
め

る
意
見
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

増
員
・
現
状
維
持
を
求
め

る
側
は
、
小
田
原
市
の
広
い

市
域
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、

人
口
だ
け
で
議
員
定
数
を
判

断
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張

し
ま
し
た
。

議
員
を
減
ら
せ
ば
、
１
人

が
対
応
す
る
地
域
や
市
民
の

範
囲
が
広
が
り
、
多
様
な
声

や
少
数
意
見
が
議
会
に
届
き

に
く
く
な
る
と
指
摘
。

行
政
課
題
が
複
雑
化
す
る

中
、
議
員
の
多
様
な
経
験
や

専
門
性
が
、
行
政
監
視
や
政

策
提
言
の
機
能
を
支
え
る
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
定
数

削
減
が
、
市
民
の
声
の
反
映

や
行
政
監
視
機
能
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
は

検
証
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、

な
ぜ
27
人
で
は
な
く
26
人
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
明

確
な
根
拠
を
示
す
べ
き
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

削
減
側
か
ら
は
、
議
員
１

人
分
の
経
費
を
減
ら
し
、
そ

の
分
を
市
民
福
祉
な
ど
に
振

り
向
け
る
視
点
が
必
要
と
の

意
見
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
増
員
・
現

状
維
持
を
求
め
る
側
は
、
議

会
費
を
抑
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

市
民
の
代
表
者
数
を
減
ら
す

の
で
は
な
く
、
議
員
１
人
当

た
り
の
報
酬
額
を
引
き
下
げ

る
方
法
も
あ
る
と
主
張
し
ま

し
た
。

ま
た
、
議
員
定
数
と
議
員

報
酬
を
切
り
離
さ
ず
に
検
討

す
べ
き
と
の
意
見
も
示
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
市
民
向
け
の
議
会
報

告
会
に
つ
い
て
は
、
定
期
的

に
開
催
せ
ず
、
議
長
の
判
断

に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
開
催

す
る
現
在
の
取
扱
い
を
維
持

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
派
を
結
成
で
き

る
人
数
は
現
在
の
３
人
以
上

を
維
持
し
、
休
日
・
夜
間
議

会
は
実
施
し
な
い
と
し
ま
し

た
。
行
政
視
察
と
議
会
役
員

の
選
出
方
法
も
、
現
状
維
持

と
の
結
論
で
す
。

会
派
に
所
属
し
な
い
無
会

派
議
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

試
行
的
に
認
め
て
い
る
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
へ
の
参
加

を
本
実
施
と
し
、
規
定
に
定

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
無
会
派
議
員

も
市
の
予
算
や
決
算
の
審
査

に
正
式
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

一
方
、
代
表
者
会
議
で
の

発
言
は
、
許
可
を
求
め
る
現

在
の
取
扱
い
を
維
持
し
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
議
員
の

役
割
や
連
絡
方
法
を
明
確
に

す
る
た
め
、
議
会
災
害
対
策

対
応
規
程
を
見
直
し
、
災
害

発
生
時
の
議
員
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
、
予
算
特
別
委
員

会
の
運
営
、
討
論
や
質
疑
の

取
扱
い
、
会
議
録
暫
定
版
の

提
供
な
ど
も
見
直
し
ま
す
。

最
終
答
申
は
、
取
り
ま

と
め
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
示
さ
れ
た

改
革
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

実
施
す
る
の
か
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
進
捗
や
結
果
を
市

民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
議
員

定
数
に
つ
い
て
も
、
各
会
派

が
考
え
方
と
根
拠
を
示
し
、

市
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
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小
田
原
市
議
会
の
議
会
改
革
推
進
委
員
会
は
、

議
員
定
数
、
議
会
報
告
会
、
無
会
派
議
員
へ
の
対

応
、
災
害
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
、
７
月
14
日
に
議
長
へ
最
終
答
申
を
提
出
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
答
申
内
容
を
議
会
内
で
協
議

し
、
決
定
さ
れ
た
事
項
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

最
終
答
申
ま
と
ま
る

議
員
定
数
は
増
減
で
意
見
分
か
れ
る

小田原市議会の議会改革
■
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
検
討

■
議
員
定
数
は
意
見
が
分

か
れ
る

▼
「
定
数
減
」
か
「
報
酬

減
」
か

▼
削
減
は
市
民
の
多
様
な

声
が
届
き
に
く
い

▼
他
市
と
の
比
較
か
ら

「
１
人
減
」
を
主
張

■
議
会
報
告
会
の
開
催
な

ど
は
現
状
維
持

■
無
会
派
議
員
の
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
へ
の

参
加
を
本
実
施

■
災
害
対
応
や
議
会
運
営

を
改
善

■
答
申
の
実
行
と
説
明
を

小田原市議会議場
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■総合医療センターの経営形態を検討

小田原市は、市立総合医療セン

ターが将来にわたり地域医療の中

心的な役割を担えるよう、病院を

どのような制度や仕組みで運営す

るかという「経営形態」のあり方を検討します。

まず、現在の地方公営企業法「全部適用」（組織・

人事・予算などの権限を病院事業管理者に移す制度）

の効果を検証し、その上で地方独立行政法人化なども

含め、最適な経営形態を検討します。

検討にあたっては、医療関係者や学識経験者、公認

会計士など16人程度で構成する検討委員会で審議し、

中間報告を経て、令和９年７月に答申する予定です。

■小田原城天守閣への眺望確保へ 歩道橋の撤去も検討

小田原市は、旧市民会館の解体

で国道１号から小田原城天守閣へ

の眺望が開けたことを受け、良好

な景観を守る取組を進めます。

国際通り交差点から市民会館前

交差点までを、天守閣への眺望景観を守る区域として景

観計画に位置付け、建築物や屋外広告物への配慮事項を

追加するほか、事前協議制度の導入も検討します。

また、国土交通省は、老朽化やバリアフリー対応の観

点から、市民会館前交差点の歩道橋撤去と横断歩道の新

設などを含む交差点改良を検討しています。市は令和９

年10月の条例施行を目指しています。

■日本先端工科大学の開学困難に

日本先端工科大学（仮称）設立準

備委員会は７月９日、関東学院大学

小田原キャンパス跡地を所有する学

校法人小田原教育メディアとの協力

関係を解消すると発表しました。

同大学は、グローバル社会で活躍する技術者の育成

を掲げ、５学科、１学年150人、全体で約600人規模の

４年制大学として開学準備を進めてきました。

市は、両者が協力して開学準備を進めてきたことか

ら「大変残念」とし、跡地で高等教育が引き続き継承

されることが望ましいとして、今後の状況を注視する

方針です。

■小中学校４校の体育館にエアコンを先行設置

小田原市は、近年の猛暑への対

応と避難所機能の強化を目的に、

市立小中学校の体育館へのエアコ

ン設置を進めています。

令和８年度は、桜井小・下中小・

白山中・鴨宮中の４校に先行導入。体育館全体ではな

く、人が活動する高さの空間を効率よく冷やす省エネ

型で、風の影響を受けやすいバドミントンや卓球など

の競技にも配慮されています。また、体育の授業や部

活動、集会のほか、災害時の避難所でも活用します。

今後、冷暖房効果や維持管理費を検証し、令和11年

度末までに全36校への導入を目指します。

■城山多古線・小田原山北線が開通

都市計画道路「城山多古線・小

田原山北線」が６月27日に開通し

ました。区間は、久野の山神下交

差点から穴部駅入口交差点までの

約１㎞です。これまでの県道は、

幅員が狭く急勾配で、大型車が通行できないほか、歩

道がない区間もあり、安全面に課題がありました。

開通により、市北部から小田原駅、市役所、市立総

合医療センターなどがある市中心部へのアクセスが向

上します。また、交通が分散することで、県道74号

（上多古～穴部地区）の通勤時間帯における慢性的な

渋滞の緩和と、周辺道路の安全性向上が期待されます。

令和８年度

暮らしを支える注目事業

白山中学校体育館

坂下トンネル

市民会館前歩道橋

■市内でクビアカツヤカミキリを確認

小田原市内で、特定外来生物「クビ

アカツヤカミキリ」が相次いで確認さ

れました。６月16日に栄町で初めて見

つかり、その後、曽我別所の梅園地で

も成虫と「フラス」が確認されました。

サクラやウメ、モモなどの幹に産

卵し、幼虫が木の内部を食べるため、被害が進むと枯

れてしまうことがあります。成虫（写真）は光沢のあ

る黒色で胸部が赤く、木の根元には木くずとふんが混

ざったフラスが見られます。発見した場合は、生きた

まま運んだり逃がしたりせず、その場で駆除し、市環

境保護課(℡ 33-1359)へご連絡ください。

成虫


